
測量学Ⅰ 中間試験問題           2023 年 11 月 28 日（火）実施 

学 籍 番 号 氏  名 点  数 

 
 

  

 

■水平角の測定 【     ／ 44点】 

 トータルステーションを点 P に据え付け，方向法により測点 A，B，C の水平角と鉛直角を測定した。その結

果，水平角の測量野帳は表 1，鉛直角の測量野帳は表 2 のようになった。 

(1) 倍角差，観測差，高低角 α，高度定数を求め，表 1，表 2 を完成させよ。 

(2) ∠APB，∠BPC の平均角を求めよ。⇒∠APB＝(            )，∠BPC=(            ) 

 

表 1 水平角の測量野帳の記録 

測

点 
目盛 

望遠

鏡 
視準

点 
観測角 測定角 倍角 較差 

倍角

差 
観測差

P 0° r A 0°00′00″      

   B 72°00′10″  

   C 135°30′30″  

  l C 315°30′40″  

   B 252°00′30″  

   A 180°00′00″  

      

 90° l A 270°00′00″  

   B 342°00′20″  

   C 45°30′40″  

  r C 225°30′20″  

   B 162°00′20″  

   A 90°00′00″  

表 2 鉛直角の測量野帳の記録 

測

点 
視準

点 
鉛直角 高度定数 結果 備考 

P A r 100°10′20″  2Z   

 l 259°49′50″  Z   

 r+l   α   

B r 94°20′20″  2Z   

 l 265°39′30″  Z   

 r+l   α   

C r 89°13′30″  2Z   

 l 270°46′50″  Z   

 r+l   α   

(3) トータルステーションで測角を行うとき，正位と反位で同じ視準点を計測するのはなぜか，理由を述べよ。 

 

 

 

 

 

(4) 測角を行うとき，器械は厳密に垂直に設置しなければならない。その理由を述べよ。 

 

 

 

 

 

■測角器械について 【     ／ 8点】 

測角器械には図 1 に示す 4 つの軸（V，L，C，H）が存在する。 

4 つの軸の名称を記せ。 

V 軸 （              ） 

L 軸 （              ） 

C 軸 （              ） 

H 軸 （              ） 

 

 

 

 

 

■トラバース測量の内業のフロー 【     ／ 8点】 

 トラバース測量の実際の測角作業（外業）を終えた後，内業で測量結果を(1)～(6)の順に整理していく必要があ

る。空欄になっている作業内容を示せ。 

(0)  外業 

(1) （              ） 

(2) （              ） 

(3) （              ） 

(4) （              ） 

(5)  座標の計算 

(6)  トラバースの製図 

  

 

図 1 測角器械の 4 つの軸 
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■結合トラバース測量の結果の整理【     ／ 40点】 

 図 2 は，トータルステーションを用いて既知点 A から既知点 B に結合トラバ

ース測量を行ったものである。表 3 に示す測定角，既知点の座標値と方位角，測

線長をもとに，(1)測角誤差を配分，(2)方位角を求め，(3)緯距・経距を計算し，(4)

トラバースを調整して，(5)測点 1，2 の X 座標（南北方向），Y 座標（東西方向）

を求めよ。途中計算過程は明示し，計算結果を表 3，表 4中に記載すること。 

 

 
図 2 結合トラバース網 

 

表 3 結合トラバースの測定角，既知点の座標値と方位角，測線長 

種類 記号 値 調整量 調整角 

測定角 βA 120°00′30″   

測定角 β1 190°40′00″   

測定角 β2 212°20′00″   

測定角 βB 115°10′20″   

既知方位角 αA 300°30′20″   

既知方位角 αB 38°40′40″   

測線長 (m) l A1 20.000   

測線長 (m) l 12 30.000   

測線長 (m) l 2B 25.000   

既知点 X 座標 (m) Y 座標 (m)   

A 0.000 0.000   

B 13.700 70.100   

 

表 4 結合トラバース計算表 

測線 
測線長 

(m) 
方位角 

緯距 L 
(m) 

経距 D 
(m) 

調整後の

緯距 (m)
調整後の

経距 (m) 
測

点 
X 座標(m) Y 座標(m)

A～1 20.000      A   

1～2 30.000      1   

2～B 25.000      2   

計       B   
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